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柘
植
地
域
、

お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

９
月

日
（
土
）
、
生
活
環
境
部
会
や
柘

３０

植
駅
を
核
と
す
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
ま
ち
協
以

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
協
働
し
て
、
お
も

て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
環
境
整
備
等
）
に

かなり以前であろう不法投棄物を処理！
伊賀市職員青年部のメンバーが約20名、ボラン

ティア活動に汗を流してくださいました。

取
組
み
ま
し
た
。

月
～

月
は
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で

１０

11

も
あ
り
、
山
歩
き
の
ハ
イ
カ
ー
を
は
じ
め
柘

植
駅
を
降
り
立
つ
方
が
多
い
時
期
で
す
。
ま

た
前
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ま
ち
協
主

催
の
行
事
や
関
連
団
体
の
行
事
に
多
く
の
方

々
が
柘
植
地
域
に
お
越
し
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
そ
れ
な
ら
ば
…
」
と
い
う
こ

と
で
、
今
回
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

取
組
１
：
柘
植
駅
構
内
美
化

ホ
ー
ム
に
あ
る
待

合

所

を

中

心

に

ガ

ラ

ス

拭

き

や

「

座

布

団

」

の

設

置

を

行
い
ま
し
た
。

跨
線
橋
内
↑

改
札
付
近
→

取
組
２
：
横
地
野
ル
ー
ト
距
離
案
内
板
設
置

柘
植
駅
・
草
津
線
活
性
化
事
業
で
は
、
滋

賀
県
期
成
同
盟
会
の
補
助
金
制
度
を
利
用
し

て
、
次
の
よ
う
な
距
離
看
板
を
作
製
設
置
し

ま
し
た
。

こ

れ

に

よ

り

、

柘

植

駅

冷たい季節、せめて「おしり」は冷やさ

ぬよう、暖かい気持ちのおもてなし！
昨年度女性部会が製作した「座布団」は、た

いへん好評！柘植の冬は寒いですからね…。
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平
成
二
十
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年
十
月
十
五
日
（
日
）

柘
植
地
域
内

か
所
に
カ
ラ
ー
版
設
置
中
で
す

１２

柘
植
地
域
俳
句
コ
ー
ナ
ー

米
倉
を

清
め
納
め
る

今
年
米

松
浦
恵
子
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を
降
り
て
、
余
野
公
園
に
行
き
た
い
人
に
と

っ
て
「
心
強
い
案
内
」
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

ぜ
ひ
あ
な
た
の
脚
で
も
実
証
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

↓
新
し
い
看
板
を
設
置
中
。

←
以
前
設
置
の
看
板
を
水
洗
い
中
。

新
し
い
看
板
を
立
て
る
と
同
時
に
、
平
成

年
度
に
伊
賀
市
地
域
活
動
支
援
事
業
補
助

19金
を
使
っ
て
設
置
し
た
「
登
山
道
案
内
板
」

の
水
垢
を
流
し
落
と
し
て
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
ま

し
た
。
設
置
後
約

年
。
看
板
も
ず
い
ぶ
ん

１０

汚
れ
て
い
ま
し
た
。
（
上
写
真
の
左
）

取
組
３
：
横
地
野
ル
ー
ト
倒
木
処
理
等

余
野
公
園
へ
抜
け
る
横
地
野
ル
ー
ト
は
シ

ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
多
く
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客

が
利
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
者
か
ら

は
「
行
き
方
が
分
か
り
に
く
い
」
「
風
通
し

が
悪
い
」
「
倒
木
や
道
端
の
草
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
は
、
ゴ
ミ
の
散
乱
も
あ
り
気
持
ち
が

良
く
な
い
」
な
ど
の
声
も
あ
り
ま
す
。

柘
植
を
訪
れ
た
方
に
、
「
ま
た
来
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
お
も
て
な
し
に

は
大
切
で
す
。
気
持
ち
よ
い
散
策
路
に
し
よ

う
と
、
生
活

環
境
部
会
員

が
中
心
に
な

っ
て
、
倒
れ

そ
う
な
木
も

含
め
処
理
し

ま
し
た
。

柘
植
地
域

全
般
に
言
え

る
こ
と
と
し

て
、
間
伐
や

下
草
刈
り
の

さ
れ
て
い
な

い
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
山
林
が
増
え
て
い
ま

す
。
部
会
で
は
、
土
地
の
持
ち
主
を
探
し
出

し
、
管
理
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す
る
な
ど

の
活
動
も
進
め
て
い
ま
す
。

取
組
４
：
横
地
野
ル
ー
ト
砕
石
敷
設
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昨年度まで産業交流部会が行っていた横地野ルートの道路

修復。本年度は実施中止の事業計画でしたが、「おもてなし」

プロジェクトの一環で、生活環境部会が主体となり行うこと

になりました。砕石の費用は伊賀支所の負担で行いました。
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今
回
は
、
市
の
行
政
職
員
青
年
部
の
方
々

に
も
進
ん
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に

協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

上
村
区
の
深
谷

池
付
近
の
不
法
投

棄
処
理
も
行
な
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、

予
想
以
上
の
成
果
。

関
係
者
の
皆
様
に

誌
面
に
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

以
上
、
こ
れ
ら
４
つ
の
取
り
組
み
は
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
他
の
各
種
団
体
を
は

じ
め
部
会
・
実
行
委
員
会
等
が
「
横
に
連

携
」
し
、
「
行
政
が
後
方
支
援
」
す
る
こ
と

で
実
現
で
き
た
取
り
組
み
で
し
た
。

月
１
日
の
京
都
大
学
の
オ
リ
エ
ン
テ

１０ー
リ
ン
グ
大
会
、

月
４
日
実
施
予
定

１１

の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
、

月
１０

９
日
の
斎
王
群
行
Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
、

月

日
の
草
津
線

10

22

サ
ポ
ー
タ
ー
支
援
事
業
に
よ
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

主
体
者
の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
、「
輪
」

を
拡
げ
る
形
で
話
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

結
果
、
共
通
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
「
環

境
美
化
を
中
心
と
し
た
お
も
て
な
し
」

の
取
り
組
み
を
事
業
化
で
き
ま
し
た
。

初
動
リ
ー
ダ
ー
訓
練
で

ハ
グ
し
ま
し
た
！

自
主
防
災
実
行
委
員
会

初
動
リ
ー
ダ
ー
訓
練
で
ハ
グ
っ
て
？
と
思

わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ハ
グ
は
ハ
グ

で
も
こ
の
ハ
グ
は
抱
き
し
め
る
と
い
う
意
味

の
ハ
グ
で
は
な
く
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
の

頭
文
字
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

９
月

日
（
土
）
の
夜
８
時
か
ら
、
各
区

３０

よ
り
選
出
さ
れ
た
初
動
リ
ー
ダ
ー

名
と
事

４５

務
局
７
名
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
い
ち
早
く
指
定

避
難
所
を
開
設
し
運
営
す
る
た
め
に
は
、
臨

機
応
変
か
つ
組
織
的
な
対
応
が
必
要
で
す
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、

ど
う
対
応
す

る
か
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ

を
共
有
で
き

た
と
思
い
ま

す
。今

年
は
、

「
避
難
所
の

開

設

・

運

営
」
訓
練
は

行
い
ま
せ
ん

が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に

は
、
初
動
リ

ー
ダ
ー
が
核
と
な
り
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒

に
避
難
所
を
開
設
・
運
営
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

Ｈ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｓ
ｙ
ｏ

Ｕ
ｎ
ｅ
ｉ

Ｇ
ａ
ｍ
ｅ
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当
日
に
向
け
、

気
分
盛
り
上
げ
る

斎
王
群
行

斎
王
群
行

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

斎
王
群
行
実
行
委
員
会

９
月

日
（
土
）
午
後
、
伊
賀
市
文
化
会

３０

館
さ
ま
ざ
ま
ホ
ー
ル
に
て
、
一
週
間
後
に
せ

ま
っ
た
「
伊
賀
の
国
、
柘
植
の
斎
王
群
行
」

の
紹
介
を
兼
ね
た
催
し
が
盛
大
に
開
か
れ
ま

し
た
。
斎
王
群
行
実
行
委
員
会
を
は
じ
め
、

教
育
文
化
部
会
や
女
性
部
会
、
区
長
部
会
、

柘
植
小
学
校
・
あ
け
ぼ
の
高
校
な
ど
が
協
力

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
の
斎
王
群
行
は
、

回
目
を
数
え
る

１５

節

目

の

年

と

な

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

舞

台

で

は

、

篠

笛

の

コ

ン

サ

ー

ト

や

「

十

二

単

」

の

着

装

披

露

、

舞

楽

と

采

女

に

よ

る

神

楽

舞

な

ど

、

盛

り

だ

く

さ

ん

の

出

し

物

が

あ

り
ま
し
た
。

上
段
の
写
真
は
、
斎
王
役
を
務
め
て
い
た
だ
く

岡
島
優
紀
子
さ
ん
（
下
町
区
）
ら
が
「
禊
（
み
そ

ぎ
）
の
儀
」
を
行
っ
て
い
る
場
面
で
す
。

ま
た
、
次
の
写
真
は
、
火
長
役
を
務
め
る
ま
ち

協
代
表
の
半
田
三
都
生
さ
ん
（
下
町
区
）
や
梅
田

徹
さ
ん
（
野
村
区
）
ら
以
下
、
群
行
の
一
部
を
観

客
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
様
子
で
す
。

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議

月

日
（
水
）
夜
、
市
民
セ
ン

10

１１

タ
ー
で

月
４
日
に
せ
ま
っ
た
ト
レ

１１

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
の
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
打
ち

合
わ
せ
会
議
を

開

催

し

ま

し

た
。当

日
は
約
４０

名
が
選
手
誘
導

を
行
い
ま
す
。

地
域
で
の
声

援
応
援
も
お
願

い
し
ま
す
。

★
☆
★
事
務
局
だ
よ
り
☆
★
☆

▼
例
年
で
す
と

月
に
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
防
災
訓
練

10

で
す
が
、
今
年
は
三
重
県
・
伊
賀
市
の
総
合
訓
練
と
兼
ね

る
事
情
で

月
５
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
▼
な
お
柘
植
青
葉

11

台
区
は
区
行
事
の
都
合
で
、
す
で
に

月
１
日
に
行
わ
れ

10

ま
し
た
。
▼
９
日
の
斎
王
群
行
は
、
晴
天
の
下
で
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
聞
等
で
も
多
数
取
り
上
げ
ら
れ

ま

し

た

。

地

域

外

か

ら

も

大

勢

お

越

し

に

な

り

ま

し

た

。

▼

次

号

で

『

ま

ち

づ

く

り

だ

よ

り

』

は

創

刊

２

０

０

号
と
な
り
ま
す
。

（

西

田

方

計

）

URL http://tsuge.jpn.org e-mail tsugenet@ict.ne.jp

柘植地域まちづくりだより 第１９９号 2017(平成29)年１０月１５日（日）

自主防災実行委員会より

１１月５日の
防災訓練に向けて

本誌(199号)と同

時に各戸配付しまし

た「防災訓練案内（黄

色の紙）」と「ＦＭ三

重防災ハンドブック」

…。

年に一度の地域を

挙げての訓練です。

よくお読みいただき、

日頃の備えのために、

ご活用ください。


